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吉 田 恵 子
1は じめ に
女性 の 雇用 をめ ぐって しば しば、 なぜ 女性 は働 くの か と問 われ るこ と
が あ る。 だが、女性 労働 につ い ての歴 史研 究 を知 れば 、女性 は常 に労働
に関 わ って きた こ と、 問わ れ るべ きは む しろ、 なぜ 女性 は働 か ないのか
にあ るこ とが明 か であ る。 とす ると、我 々の課題 は、女性 の雇用 を阻止
して きたのは何か を探 るこ とに あ る。 もち ろん そ こにはい ろいろな要 因
が あ ろ う。産 業革 命以 後進展 した職 場 と家庭 の分 離 、家庭 イデ オ ロギー
の 重視 に伴 う女性 の家庭 へ の 束縛 、 その結 果の性別 役割分 担の浸透 等 で
あ る。 その うちの家庭 イデオ ロ ギーにつ いては、 生活水 準の 向上 に伴 い
家事 労働 の水準 が上 昇 した こ と、 技術 の家庭 内の導 人に も関 わ らず、 そ
れ が家庭 イデ オ ロギー の存在 に よって家事 労働 の合理化 には結 びつか な
か った ことを、前論 文 で明 らか に した"。技術革新 とい う一見 中立 的 な も
のが、実は その時代 の支配 的価値 観 に大 きな影 響 を受 け ていたの であ る。
ところ で、 その価値 観が 、具体 的 な形 とな って現れ るもの の一 つが、
住 宅 であ る。今 日の住 宅 は基本的 に は、1家 族1住 宅 、それ ぞれの住宅
内に家族 の生活 に必要 な諸 設備 を組 み込 んだ 自足的 な もの であ る。家事
労働 は 各住 宅 内部 で無給の女 性 に よって担 われて い る。 だが 、 この様 な
形 だけ が考 え られ る住 居 の形 では ない。家事 、特 に 食事の供給 を共 同化
ない し社会 化 し、 各家庭 は居 住部分 しか持 た ない よ うな住 居 もあ り得 る
の であ る。 最近 の新 聞紙上 で、共 同 スペー スを設け た現代 版の 「長屋」
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復 活が 取 り上 げ られ てい た。「入居 者の独 立性 を守 りつつ、食事 を一・緒 に
作 った り、 お年寄 りが 子供の世 話 を し、 共同浴場 も設け られ るな ど、共
同 で使 え る 『コ ミュニテ ィー スペー ス』 を広 くとった新 しい タイプの 賃
貸マ ン シ ョンが、東京 にお 目見えす る2りとい うの であ る。個 別 の住 宅の
ほか に、地下一 階 に556平方 メー トルの コ ミュ ニテ ィー スペー スが設け ら
れ、共同 キ ッチ ン、食堂 、浴場 、託 児所、ゲ ス トルー ムな どが 設け られ、
居住 者 の必要 に応 じて使 われ る とい うこの様 な居住 形態は、確 か に 人々
の暮 らしか たに一・石 を投 じる画期的 な もの で ある。 口本 で も高齢者 た ち
に よる コ・ハ ウジン グ的 な動 きが なか ったわけ では ないが3}、通 常の住 ま
いの形態 と しては、 まれ であ る。 なぜ この様 な住 宅 は今 までなか ったの
か。 なぜ現在 の ような個別的 な住居か一般 白ξ]にな ったのか。
住 居 は一 つの価値 観の結 果で もあ るし、 ひ とたび で きあが れば その価
値観 を強制 す る もの となる。 しか も住 宅は 度 で きれば何 十 年か はそ こ
で暮 らす こ とに な り、その影響 力 は持続 的 な もの とな る。住 宅 の形は我 々
が想像 す る以上 に 人々の生活 を規定 してい るの であ る。 こ こでは、 イ ギ
リスで今 日の よ うな住宅 の形態 が確 立 した19世紀 にお いて、 どの様 な経
過 をた どって この形が一般 化 したのか、 その住宅 の変化が女 性 のあ り方
に どの よ うな影響 を与 え たのか を考察す る4}。
219世 紀前半 にお ける住 宅
イギ リスの労働 者階級 にお いて、工業化 の成 果が 目に 見え る形 で現れ 、
人々の生活 に影響 を及ぼ し始め るの は、19世紀 の 後半に なっての ことで
あ る。住宅 の改善 が行 われ るの も、 この時期 の こ とであ る。 まず それ 以
前の、 工業化 の初 期の段階 におけ る住 宅が どの様 な もの であ ったか をみ
てお こ う。 もちろん住 宅の 形は地域 に よって様 々で あ り、'概 に述べ る
こ とは で きないが 、 ここでは、L業 化 の波 を もっ とも受 けたマ ンチェ ス
ターや バー ミンガムの北部及 び中部 工業地 帯 を中心 にみ てい く。
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急激 な都 市化 の波 におそ われた これ らの都 市にお いて、増 え続け てい
く労 働 者階級 に住 宅 を提 供す るこ とは どの都 市にお いて も容 易 なこ とで
は なか った。『住 宅の社 会 史』を書 い たバ… ネ ッ トに よれば 、住 宅 上の諸々
の弊害 が受 け入れ 難い もの であ る、 とい うこ とが 人々に認 識 され るよ う
に なった とい う点 で、近代的 な意味 での住宅 問題が 始 まるのは19世紀に
なっての こ とであ るが5)、まさにその住宅 問題が 、これ ら工業 地帯 にお い
て深刻 な形 で顕 在化 したの であ る。 エ ンゲル スの 書物や 当時 の 多 くの議
会報告 書 には、劣悪 な住 宅につ いての 記述 が あふ れ てい る。「ひ とはデ コ
ボ コの河岸 をこえ、杭 や 洗濯縄 の問 を通 って、一一階建 ての小 部屋 …室か
らで きて い る小屋 か ごた ごた と集 まってい る場所 に はい って ゆ く。 これ
らの小屋 の大部分 には 人工 の床 な ど全然 な く、 台所 、居 間、寝室 、 これ
らす べ てが一 室で兼ね られて い る。」 「地下 室 にすむ こ とは ここではふつ
うの こ とで あ る。 いや しくも作 れ る とこ ろな らば どこにで もこ うした地
下 の穴蔵 が 設け られ て、過半数 の住人 が住 まって いる」 とはマ ンチ ェ ス
ター につ い てのエ ンゲ ルスの 言葉 であ る6)。
この時期 の工 業都 市の もっ と も典型的 な住宅 は、バ ッ ク ・ツー ・バ ッ
クと呼 ばれ る、図1に 見 るよ うな間取 りの2軒 が 背 中合 わせ につ なが り、
それが さらに横 に何 軒 もつ なが ってい くとい う住宅 で ある。 これ は通 常
図2の よ うに 中庭 を囲 む形 でた て られ、 これ を コー トハ ウ ス と呼ぶ。 こ
の建 築 方法 は19世紀 初頭 に最 盛 期 を迎 え、バー ミンガム で は1851年に
35%、1871年には40%の住民 が この住 宅 に住 んで い た7)。な に よ りも土
地 ・資材 を節約 す るこ とがで き、建 て るの も簡 単であ る とい うの が、 こ
の様 な住 宅 が建 て られ た理 山で あ る。 窓 が小 さい上 に、一 番端の家 をの
ぞいては3方 が壁 で囲 まれてい るために通 風 ・採光 とも悪 く、常 に薄暗
い。 多 くの場 合 給水場 ・便所 な どは各家庭 に は設置 され てお らず、 中庭
の 突 き当た りな どに 共用 の もの が設け られ てい る。エ ンゲル スに よって、
「袋広場 はバー ミンガムには非常 に 多 く、2000をこえ、労働 者階 級の 大
部分 を収容 してい る。 それ らの袋 広場 は、 たいていの ばあい 、狭 くて 、
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図1バ ック ・ツ ー ・バ ッ ク




































不潔 で、通 風 も悪け れば 下水 も悪 く、8ない し20の家 をか か えてい るが 、
それ らの家 は、背 中の壁 を他 の建 物 と共有 に してい るの で、た いて いた
だ一方 だけか らしか風 が入 らな い。 中庭 の奥 には、ほ とん ど 般 に、 ゴ
ミ捨 て穴 またはそれ に類す る もの が あ るが、 その汚 らしさは、 名状 で き
ない ほ どで ある8)]と記述 され た住居 で あ る。
この様 な住宅 にお いて営 な まれ る生 活 は どの様 な もので あろ うか。2
部屋 と台所 とい う家 には家事 の ための 設備 は ほ とん どな く、寝 て 食事 を
す るのがせ いぜ い とい う粗 末 な もので あ る。 だがそれ は少 くとも女性 の
領 域 であ った。そ もそ も家 は広 くなれ ば なるほ ど男性 の場 を作 ってい く。
男性 の場 と女性 の場 をあ らゆ る ところで分 離 しよ うとした当時 の イデ オ
ロギーは、家 の 中で も可能 であれば それ を行 お うと した。書斎や 図書室、
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ビ リヤ ー ドルー ムは 男性 の もの とい うよ うに。 だが これ はその よ うな余
裕 が あ っての み可能 であ り、 そ うでなけれ ば男性 の場 は家 には ない。 ど
ん なに狭 く劣 悪 な家 であ ろ う とも、 それ はだか らこそ女性 の場 で あ るこ
とを意味 したの であ る。
しか しこの狭 く薄 暗 くかつ 空気 の よ どんだ居心 地の 悪い家 は、 多 くの
活動 を家の外 へ と追 いや った。子供 たちは 中庭 で遊 び、女 た ちは 門 日に
た ってお しゃべ りに興 じ、 男たちはパ ブへ と出かけ てい った。 っ ま り家
庭 の営 みは容 易 に家 の敷 居 を越 えて行 われ てい たの であ る。 それ は家事
労働 に おいて も同様 で あ った。 す でに見 たよ うに家事 の ため の設備 が家
庭 内 にはほ とん どなか った。 バー リー のバー ス工場 で働 く労働 者 の ため
の住 宅 につ いて コ リアは、1920年の調査 時期 にお いて で さえ家事 の ため
の設備 は なに もなか った と述べ て い る9}。なに よ りも給水場 が 外 に あ る
ため、 洗濯場 も戸外 に設け ちれ共 同で行 われ るこ とに な った。洗 濯物 を
干すの も中庭 で あ り、洗濯物 は 人々 の 目に さら され る もの となったの で
あ る。 この様 なプ ラ イベ ー トな生 活の欠如 は、 その結 果 として強烈 な コ
ミュニテ ィー意識 を作 り出す こ とに なった。 これが コー トハ ウスで の生
活 の重要 な特 徴 であ る。
道路 か ちコー トハ ウスへ の 出入 りは 多 くの場合 、狭 い トンネルの よ う
なアー チ型の 門 を通 して行 われ た。19世紀前 半グラ ス ゴー の3000のコー
トハ ウスの うち、10フィー ト以上 の広 さの 門 を もつ のは542のみ で あ っ
た10)。この門 を通 して 人々の 出入 りはすべ てチ ェ ックされ た。中庭 を囲む
家々の 窓か らは この 出入 りは簡 単に 見通 す こ とが で きるの で、部外 者の
進人は 阻止 された。 この様 に 部外 者 を寄 せ付 けず 、一方 では家事の 共 同
化や貧 困故の相 互扶助 が発達 す るこ とに よ って、 濃厚 な コ ミュニテ ィー
意識が は ぐくまれ てい った。今 日あ るいは当時 の中産階級 の基 準か らみ
れば劣悪 極 わ ま りない生活環 境 であ るが、 バー ネ ッ トに よれ ば、必ず し
もこれは住宅 環境の 水準低下 を意味 す る もので はなか った。 そ もそ もは
一部屋 しか なか った家 が 多 くの場合 であ ったの が、少 な くとも居 間 と寝
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室 とが分 離 され た とい うこ と、 そ してなに よ りもこの コ ミュニ テ ィーが
あ る とい うこ とが、労働 者 に好 まれた の であ る とい う川。
そ して この コ ミュニ テ ィー の担 い手 が 女性 で あ った。 中庭 には常 に女
性 が行 き来 をし、 そ こでの 噂話 はあ らゆ るこ との情 報源 とな った。他 の
情報 源が なか ったこの時代 にあ って、 どこの店 が安 いか 、 どこに行 けば
仕 事 が 見つ か るか、 ど こでチ ャ リテ ィー が行 われ て い るか 等 の 情 報 は
もっぱ らこの中庭 で交換 され たので あ る12)。貧 しい生活 環境 の 中 で家族
に食べ させ 、衣類 を提 供 しなけ れば な らない 女性 が、相 互扶助 の手段 と
して作 り出 した ものが コ ミュ ニ テ ィー の ネ ッ トワー クであ る。家 を空け
る ときの赤 ん坊 の世 話、 ち ょっ とした ものの貸 し借 り、夫 の暴 力に対す
る牽制 等家庭 の管理 者 と して の女性 に な くては な らぬ役 割 を果 た してい
た。 だが同時に それは女性 の行動 を規 制 す る もの ともなった。仲 間 に加
わ らない こ とに対 す る嫌 が らせ 、 コ ミュニ テ ィーの規 範か らは ずれ た行
動 に対 す る非難、 告 げ 口や 陰 口、 これ らは女性 の行 動 を強 力に縛 る もの
に もな った13}。
す なわ ちこの 時期 の住 宅の 形態 は、 人 々に次 の よ うな3層 よ りな る生
活 空間 を用意 したの であ る。 第一 に個 々の住 宅にお け るプ ラ イベ イ トな
空間。 ここでは最 低 限の生 活が行 われ るのみ で、 これは 女性 に よって支
配 され る場 であ る。第二 に 中庭 にお け る コ ミュニ テ ィー の支 配す る空 間。
半 ばプ ライベ イ ト半 ばパ ブ リックな空 間で、 同 じ く女性 に よ って 支配 さ
れ る。第三 に道路か ら広が るパ ブ リックな空 間。 男性 に よる公 的権 威に
よって 支配 され る場 で あ る。 この3つ の 生 活 空 間 の うち 人々の 生 活 を
もっ と も規定 していたの は第2の もの であ り、 それは 女性 に よって支配




の19世紀 末 で ある。便 所や給水施 設 を家 の中に取 り込 み、表 と裏 の双方
に 出入 り[を もつ 自足的 なテ ラスハ ウスが建 て られ るよ うにな った ので
あ る。 ニ ュー カ ッスル では1854年に この様 な家は34.7%でしか なか った
の が、1873-75年にかけ ては64.3%にな り過半 数 を超 えた1`)。この家 の典
型 的 な もの は図3の 様 な構造 を もつ が、 当時 多 くの 自治体が 出 した住 居
に関す る法律 に準拠 していたの でバ イ ・ロウ ・ハ ウス とも呼 ばれ た。 た
とえば りバプ ール では、1842年か ら1889年にか けての一連 の法律が 、門
の入 り口の広 さ、建物 の構 造、地下室 につ いての規制等 々 を取 り決 め、
19世紀末 に は コー トハ ウスの建 設 を採 算の とれ ない もの として いた15)。
中で も1876年の法律 に よ り、家 は表 と裏 の2ヶ 所 に 出入 り口を持 た なけ
れば な らな くな ワ、背 中合 わせ につ なが ったかつ ての バ ッ ク・ツー ・バ ッ
クの家 は違法 とな ったの であ る。 また 多 くはか っての よ うな中庭 で はな




く、直接 道路 に面 して建 ってい た。一階 の道路 に面 した ところには,パ ー
ラー とい う客間 を設け るのが この様 な家 の特 徴 で もある。
以上 の様 な変化 を もた ら した要 因 は何 であろ うか。 先ず はこの時期 の
大不 況 であ る。この大不 況 は2つ の 形で労働者 の住宅 に影響 を及ぼ した。
一 つ は、生 活水準 の向上 であ る。 この大不 況期 には、 その言葉 とは裏腹
に、物価 の低 下 に よって労働 者 の生活水 準のか な りの上昇 が あっ たこ と
が明 らか に なってい る。1850年か ら1900年にかけ て労働者 階級 の実 質賃
金 は、55から70%上昇 した といわれ てい る16)。その向上 のか な り多 くが住
宅 に吸収 され た とみ られ る。 つ ま り、1870年か ら1893年にかけ て物価 は
25%下落 して い るのに、家賃 は19%上昇 して いるの であ る17)。実質 賃金 の
上昇 の 多 くが家賃 に吸収 され た とい えるので あ る。
またこの時期持家 も増大 して い る。労働 者階級 の住宅 の うちの持 家 の
割合 は、1850年に5%だ ったのが1910年には10%へと増加 してい る18)。こ
の時期 、家 を所有す るこ とは、 労働 者階級 に とって決 して不 可能 な こ と
では なか った。彼 らに家 の所 有 を可能 とさせ るビルデ ィン グ ・ソサ イア
テ イに よ り、最初 にい くらか の頭金 を払 えば、家賃 よ りも安 い支払 い で
家 を所 有 で きた。1904年に、バ ロー ・イ ン ・ハー ネ スの産 業委貝会 は、
10ポン ドの頭 金が あれば週 に3シ リングの支払い で小 さな家 を持 つ こ と
が で きる として いた19)。労働者 階級 の場 合 、家 賃は通常 賃金 の9か ら15%
を占め る といわれ、 た とえば ラウ ン トリー の ヨー クにおけ る貧困調査 に
でて くる賃金18シリングの労働 者 の場 合、3シ リン グ3ペ ンスを家 賃に
支払 ってい るこ とを考 えれば 、確 かに、3シ リン グの支払 いは不可能 な
こ とでは ない20)。また家 の所有 は 、労働 者に とっては 雇用主 に対 す る 自由
の シンボル とされ、労働 組合 の指導 者た ちは、組合 貝に持家 を勧 め てい
たの である21)。
この様 な家 への関心 の増大 は、 もう一つ の大不 況期 の影響、 す なわ ち
生産現 場 での労働 強化 の結果 で もあ る。 この時期 、 か って の 「世 界の工
場 」 と しての イギ リス製造 業の 地位 は揺 ら ぎ、 ア メ リカ ・ドイツ な ど後
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発国 の激 しい競 争に さらされ るこ とに な った。 企業 家は それへ の対処 を
はか らなけ れば な らなか ったが、 多 くは機械 技術 の導 入や 、合理 的経 営
管理 の導 入 とい う積極 的方 法 を採 らなか った22)。労働 条件 の強化 とい う
原始的 方法 に頼 ったの であ る。工場 制度 の導入 とい う近代 的 な生産 シス
テムの導 入の際 に、イギ リスの労 働 者特 に熟練 労働 者 たちは、多 くの オー
トノ ミー を自己の手に残 す こ とに成功 して いた。補助 労働者 を雇 った り、
ブルー マ ンデ イの慣行 を守 った り等 であ る。 企業家 た ちは先 ずは この力
を奪 い取 るこ とで生産性 を高 め よ う とした。 労働 者は 自己の よ りどこ ろ
としてい た職場 でのオー トノ ミー を失 うに至 ったの であ る。労働 者 には
それ を埋め合 わせ る必要が あ った。それ が家庭 であ る23)。労働 者階級 の伝
記 を研究 したバー ネ ッ トに よれ ば、 この時 期彼 らの意 識におい て、労働
へ の関心 が 明 らか に 周辺 的 な もの とな って い る鋤。 労働 者 の職 場 で の
オー トノ ミーが揺 らげば揺 ら ぐほ ど、男性 は 自己の権威 を家庭 にお いて
発揮 しよ うとす るので あ る。しか もで きるだけ 見栄 えの よい家 にお いて。
この様 な労働 強化 と背 中合 わせ の生 活水 準の向上 に よって実現 した住
宅 の改善 であ ったが、 人々 の生 活 にいか な る変化 をもた らしたの であろ
うか。す でにみ た ように、か って人々 の生 活 は3つ の 層か らな ってい た。
プ ライベ イ トな家 での生活一 中庭 におけ る濃密 な コ ミュニテ ィー での生
活一道路 の外 に あ るパ ブ リッ クな世 界 とい う3層 で あ り、人々の生 活 は
この うちの中間 にあ る半 ばプ ライベ イ ト、 半ばパ ブ リックな中庭 での生
活に 足場 をお いて いた。 まず、 第1層 のプ ライベ イ トな部分 につ いて で
ある。 ここに は便 所、水 道 な どの生活 の ため の基本的 設備 が装備 され、
家 はは っき りと囲 いこ まれ た、 よ り充 実 した もの とな った。 マ ンチ ェス
ター では1876年までに80%の家庭 が 屋 内に水道 を持 ってい た25)。か って
は家 の外 でお こなわれ て いた家事 が 、家庭 内に取 り込 まれ た こ とを意味
す るが、家 事houseworkとい う言葉 が 日常的 に使 わ れ るよ うに な った
のが この ころで あ る、とい うの は象 徴的 で あ る26)。この よ うなプ ラ イベ イ
トな家庭 とい う意 識は、労働 者階級 に あ っては初 めての もの であろ う。
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しか しこの こ とは、家 が私 的 な もの として人々 の 目に さ らされ な くな っ
た こ とを意味す る ものでは ない。 とい うの は、バ イ ・ロウ ・ハ ウスでは
第2層 、す なわ ち中庭 が な くな り、家 が直接道路 に面す るよ うに な った
か らであ る。家 は、道 路す なわ ちパブ リッ クな空間 と直接 対峙 す るこ と
に な り、 その規 範に さらされ るこ とに な ったの であ る。
プ ライベ イ トな ものであ りなが ら、 外に対 しては、パ ブ リッ クな規範
へ の遵守 を表 明す る役割 を象徴 的 に果 た したのが、パー ラー と呼 ばれ る
客 間で あ る。 この部屋 は家 にあ る最 ヒの もので飾 られ、 週 に1度 日曜H
の昼 食 と、 その他 の特別 な場合 のみに使 われ る。 来客 とい え ど も、 隣近
所 の人々 との気楽 な集 いに は使 われ ない2η。 日常 の生 活か らは完 全 に切
り離 して しま うこの様 な部屋 の使 い方 は、 ただ で さえ狭 い家 の での生 活
を ます ます 息苦 しい もの として い ると、 中産 階級の建築 家 か らは批 判の
的 となった。 しか し、 きちん と整 え られ 白い カー テ ンのは ため くこの部
屋 は、 ま さに主婦 に とっての 誇 りの シンボル とな ったの で あ る28)。パー
ラーに代 表 され る家 の道路側 は外 向 きの顔 であ り、裏側 では個 別 に行 わ
れ るよ うに なった家事 労働 が、表 の リスペ クタ ビ リテ ィー を壊 さない よ
うに文字通 りプ ライベ イ トに行 われ るよ うに なったの であ る。洗 濯物 を
人々の 目に さ らす こ と、 子供 たちに汚れ た服 を着せ てお くこ と、 ドア の
ノブが光 って いない こ と等は恥 ずべ きこ ととなったが、 それ を未だ設備
の整 わない家 で行 わ なけれ ば な らないの は、主婦 た ちで あ った。 主婦の
負担 は俄 然重 くな ってい ったの であ る。 その点 で既 婚女性 の雇用 労働へ
の参加率 が、 この時期減 少 して きて いるのは象徴 的 であ る、,この時期 の
女性の 雇用 労働 の実 態 を正確 に把握 す るのは困 難で あるが 、少 な く とも、
19Ul:紀の末に向 か って、既 婚 女性 の労働 市場 か らの退出が 生 じたの は確
か であ る29)。これは まさに、この様 な家庭 の負担の増 大に対 応 した結 果で
あろ う。
ところで既述 の よ うに、家が 重視 され るよ うに なったのは 、男子労働
者の職場 での オー トノ ミーの喪 失 を補 うため で もあった。 その こ とは家
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の 領域 に男性 が人 り込 ん で くる こ とを意味 した。 その1つ の例 が家庭 菜
園で あ る。1908年の家庭 菜園法SmallHoldingsandAllotmentsActs
以 来 、 自治体 は労 働者 の要求 があれ ば菜 園 を提供 す るよ う義務 づけ られ
てお り、以 来菜 園は急速 に増 大 した。 第一次 大戦 まで に は450,000から
600,000の菜 園が 存在 し、1918年までには、5軒 の住宅 に対 して1つ の菜
園が 存在 す る勘 定 とな っていた30}。ヨ 一ークの貧 困調査 を行 っ た ラウ ン ト
リー に よれ ば、家庭 の食料 の4分 の3は 、菜 園か ら得 られた とい う31)。こ
の菜 園 を管理 す るの は 男性の役 割 であ った。 ソープ委 員会 の報告 に よれ
ば、女性 の菜 園所有 者は3%の み で あ り、さ らに主婦 に限れ ばわず か1%
であ る32)。ここでの収穫 は家 族の 生活水準 に大 き く貢献 す る もの であ り、
男性 に とっては、職場 での労働 時 商 を増や す よ りも、菜 園での時 間 を増
や した 方が ま しとい う意 識 を育 て る もの で もあった。
また菜 園以外 に も、家 が広 くな って いけ ば、ペ ンキを塗 った り、棚 を
作 った りあ るいはその修理 ・補修 とい った仕事 も増 える。工 業化 と とも
に機 能分化 が進行 し、家 の果 たす役割 は確 かに縮小 し、生産 ・子供 の教
育 ・リク リエー シ ョンな どの機 能 は家庭外へ とでてい ったが、家庭 で行
われ る仕事 の量 は、決 して減 っては いないの であ る。 そ して家 が豊か に
なれ ば な るほ ど、 男性 の場 は増 え る。 それが貧 し く労 多 き世 界 であ る限
りにお いては、 それは女性 の世 界で あるのに、豊 かに な るにつ れ男性 が
入 り込 む場 に な り、その 豊か さは、 男性 の権 威 を高め るは た らきをす る
よ うに な るの であ る。 それは あたか も、初 期 の工場 労働 が、 当初 は周辺
的 な婦女 子労働 に よって まか なわれ たのに、 ひ とたび工場 制度 が確 立す
る と、今度 は成 人 男子が 入 り込 み、 それ が支配 的労働 力 となって い くの
と同様 であ る。
次 に、 中間 項 で あ る中庭 が な くなった とい うこ とは いか な る意 味 を
持 ったであ ろ うか。 この 時期、労働 者階 級の コ ミュニテ ィーが 強 くな っ
たのか 否か、 につ いて は議論 の分 かれ る ところで あ る。 都市 におけ る空
間が よ り中立的 な もの とな り、 コ ミュニテ ィー 意識が希 薄化 した とい う
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ダウ ン トン と、人々が 地域 に定 着す る様 に なった ため に、労働 者階級 の
コ ミュニ テ ィー意 識 は む しろ この 時期 に形 成 され たの だ、 とす る ミー
チ ャム とい うよ うに 、真 っ向か ら見解 は分 かれ て いる33)。ここでは その議
論 に立 ち入 る余裕 は ないが、少 な くとも、 コー トハ ウ スか ら逃 れ た こ と
に よ り、 濃密 な コ ミュニ テ ィー の規範 か ら人々、特 に 主婦 た ちが解放 さ
れた こ とは確 か であ る。だが その こ とは、人々が外の 規範 か ら 自由に な っ
た とい うこ とを意味 す るわけ では ない。 穴 を埋 め るべ く別 の規 範が入 り
込 んで きたの であ る。 す なわ ち道路 か ら外 へ と広が るよ り公的 な世 界 で
あ る。 この世 界 に対 しては地 方 自治体や 国家 は、様 々 な規制 にに よって
その統 制 を強めつつ あ った。 た とえば道路 につ いて は、物売 りが禁 じら
れ た り、集会 も禁止 され た。 人々 の集 う場 、娯楽 の場 と しての道路 に変
わ るべ く、 この時期 に公 園が積 極 的に作 られ ていた。 公 園は今 までの 中
庭 よ りも、遥 かに公的権 力 が その 力 を行 使 しや す い場 で あ る。 た とえば
バー ミンガム の1876年の公 園規 則 に よれば、酒の持 ち込 み、下 品な言葉 ・
言動 、 ギャ ンブル、物売 り、公園 で認め た以外 のゲー ム等すべ て禁 止 で
あ る34}。つ ま り、家が コー トハ ウスか らテ ラスハ ウ スへ と変化 した とい う
こ とは 、家へ の規制 が共 同体か ら自治体 ・国家へ 、 イ ンフォー マル な規
範か らフ ォーマ ルな それへ と移 った、 とい うこ とを意味 す るの であ る。
共 同体 の規範 が主に 女性 に よ って担 われ ていた こ とを考 えれ ば、 この変
化 の意味 す る ところは大 きい。女性 にた い し、 よ り保 守的 な価値 規範 が
押 しつけ られ るこ とを意 味 したの であ る。
以上 をみ るに、 この時期 に起 こった労働 者階 級の 住宅 の改善 は、家事
労働 を内部化 しかつ 増やす こ とに よって、 また家 を公的 空間 と直接 対面
させ 、支配 的 イデ オ ロギー の規制 に さ らす こ とで、女 性 を家庭 に束縛 す
るこ とに なっ た。女性 の場 であ った家 は、男性 の権 威 を表す もの とな り、
同時 に、女性 の支配 す る コ ミュ ニテ ィー の場 は 消滅 は しない に して も、
その 重要 性 を大 巾に失 ったの で あ る。
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4家 事労働の共同化への試み
19世紀末 に起 こった住 宅の変化 は、家事 労働 を個別 化す る とい う形 で
進行 し、女性 を家 庭へ と囲 い込 む こ とにな った。 だが別の 方法 もあ った
の であ る。 生産や 教 育機 能 と同 じ様 に、家事 を社会 化 ない し共 同化 して
い くや り方 であ る。住 宅の 形式 としては、個 々の家 では台所 や 洗濯場 の
よ うな家事 のための 設備 を設けず 、それ を外 部化 させ る形態 であ る。 そ
の様 な住宅 の試 み も実際 にあ った。
た とえばC.ブラッ クは、『家事 の新 方法』と題す る書物 の 中で その詳細
につい て論 じてい る35}。彼女 に よれ ば、近年家事 の 水準が 高 まってお り、
た とえば 子供の 頃は 、家 の 中に花 を飾 って あ るの をみ たこ ともなか った
のが、今 では それが 普通 の こ と となってい る。特 に教 育の あ る女性 の 中
に、高 い家 事 に対す る要 求が高 まってい るが 、往 々 に して家事奉 公 人に
は、 それに答 え る力が ない。 それ を解 決す るのは、 専 門家 に よって運 営
され る共 同 ダイニ ングを持つ 共同住宅 の建 設 であ り、 これに よって各家
庭か らは台所 を追放 し、 よ り広 い居住 空 間 を確 保 す るこ とが で きる とし
て、その共 同住 宅の構 造、共同 ダ イニ ングの運 営 、運営 者の役 割、待 遇、
その他 ス タッフの構 成等 につ いての詳細 な青写真 を提供 してい る。 この
様 な共 同 キッチ ンの試 みは今 まで もなか ったわけ では ない。 だが 多 くは
短 命 に終 わ ってい る。その理 由 をブ ラ ックは、商業べ一 スに乗せ て しまっ
た こ と、運 営が 専 門家 ではな くアマ チュア に任 され たこ と、 あ ま りに も
生活全般 に コ ミュ ニテ ィ としての関 わ りが求 め られす ぎた こ とに あ る と
み てい る。単 に よ く管理 された 食べ物 とサー ビス を提供 す る こ とに とど
め るべ きであ る、とい うのが ブラ ッ クの強調 す る点 であ る36}。彼 女 の計画
は、中流階級 を対 象 とした もの であ ったが 、本 来 これ をもっ と も必 要 と
す るの は貧 しい人々 であ り、実行 す る と した らランカ シャー の よ うな地
区で行 いたい として、労働 者階級 の女性 をその視 野 に入れ て いた37)。
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また実際 に行 われ た この様 な試 みの最 も著名 な例 は、H.ハワー ドに よ
る田園都市 レ ッチ ワー スであ ろ う。 そ このホー ム ズガー スでは中流階 級
向けの32の台所の ない アパー トが作 られ、ハ ワー ドは実 際 そこに妻 とと
もに住 ん でい る。 また労働 者階級 向けの メ ドー ・ウエ イ・グ リー ンでは 、
家族 、 ルー ム メイ トの グルー プ、独 身者が住め るよ うに、台所の ない住
宅 と台所の な いアパー トとの両方 が作 られ、 食事 は 中央 食堂 で も、個 々
の家 で もとれ るよ うに な ってい た38)。だが これ らは どれ も永続 きは しな
か った(メ ドー ・ウエ イ・グ リー ンの場合 、1915から1924年の9年 間)39)。
家 事労 働 の 負担 を軽 減 しよ うとの この様 な試 み が、結 局 は成 功 しな
か ったの には様 々 な原 因 が あ ろ うが 、 イ ギ リスの 労働 者階 級 の女 性 に
とって は決定 的 な理 由が あ った。 つ ま り、 コー トハ ウ スの共 同洗濯場 ・
共 同便 所 ・共同 の遊 び場 で育 った彼女 たちに とって は、 共 同 とは貧 困の
代 名詞 であ ったのであ る。 洗濯 を自分の家 で行 い、 それ を人 目に さ らさ
ずに 自分 の家 で乾かす こ とこそが 、 リスペ クタビ リテ ィの証 であ った。
水 道 と炊事場 を 自分 の家 に持 ち、 手の込 んだ食事 を作 るこ と、パー ラー
とい う客 間 を持 ち、外 の 人々に対 して家 の富 を誇示す るこ とこそが、 ス
テ イタスの証 だ ったの であ る。労働 者階級 の女性 が いかに このパー ラに
こだわ ったかは 、すで に指摘 した。 このパ ー ラーに対 す る労働 者階 級 と
中産 階級 の見解 の違 い は、共同 キ ッチ ンに対 す る両者 の見解 の違 い と相
通 ず る ものが あ る。 た だ で さ え狭 い家 を ます ます 狭 苦 し くす る もの と
な ったパ ー ラー は、 当然 中産 階級 や建 築家 か らは批 判の的 となった。 田
園都 市建 設 を担 ったR.アウ インは 、健康 で居心地 が良 く、便利 な広 い リ
ビン グルーム が提 供 され な い限 り、週 に1度 か2度 しか使 わ な いパ ー
ラーの スペー ス を とる こ とはばか げ てい る としたが 、彼の考 えは労働 者
階級か ら、特 に女性 か らはほ とん ど拒否 された40)。パー ラー を、そ して囲
い込 まれた個別 的 な家事 労働 を、 リスペ クタビ リテ ィーの シンボル と し
たの は労働 者階 級 自身であ り、女 性 自身で もあった。 そ もそ も同 じ家 事
労働 であ って も、 その意 味す る ところは労働 者階級 と中産階 級 とでは異
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な って くる。 雇用労働 での 賃金が低 い労働 者階級 に とっては、家事労{動
の機 会費用 は わず か な ものであ り、家事 労働 に専 念す る こ との経済的 意
義 も大 きい。 家事 を合 理化 しよ うとの意図 は、その限 りにおい ては生 ま
れて こないの であ る。
だが もちろん この こ とは、 この時期に起 こ った住 宅 の変化 が、労働 者
階 級の女性 主導 の もとで起 こった、とい うこ とを意 味す るわけでは ない。
この時期 の支配者 階級 の意向 と、それが合致 して いたか ら可能 とな った
のに他 な らない。19世紀 イギ リスにおけ る社 会の最 大 の課題 は、 人々の
勤労 意欲 を損 な うこ とな くいか に貧 困 を解 決 す るか で あ った川。 いや
もっ と積極 的 に、勤労 意欲 を高めつつ 貧困 を解決 す るこ とであ ったろ う。
その… つの対 応が家庭 イデ オ ロギーの導 入 であった。 家庭の神聖 さを強
調 し、 男性 にその責任 を負 わせ るこ とで、勤労意欲 あふれ る労働 者 を作
り上 げ よ うと したの であ る。 この時期 にわか に議論 され る ように な った
家 族賃 金 も、 ま さに その 様 な 意識 の 中で 浮か び 上が った問 題 なの で あ
る42)。
つ ま り家庭 への規 範 を強め たの は、 男性 ばか りでは なか った。 国家 も
であ る。自由主義 の時代 にあ って、国家 は経 済分 野へ の介入 を極 力 さけ、
市場 原理 に任せ ようと した。 だが本 当に介 人 を放棄 したのであ ろ うか。
否 であ る。例 えば工 場法 におい て、 国家は その対 象 を婦女 子に限 り、成
人男子 につ い ては これ はfreeagentであ る として対象外 としたが、 しか
し、そのfreeagentたる成 人 男子 は、あ くまで も国家の 基準に沿 うよう
な労働 者 で なければ な らなか った。 それ を作 り出 そ うとしたのが救 貧法
であ った り、 あ るいは住 宅の形 であ った りした。 救貧法 につ いて い うな
らば、 その展 開 を手が か りとして、国家が家 族関係 をいかに認識 し、そ
れに対処 したか を明 らかに した川田昇 に よれば、大 多数 の国民 は近代 的
な家族意 識が 未成 熟 な ままに、家 族 よ りも共同体 に比重 を置 いた生 活 を
営 ん でいた。 それは初期 の救貧法 が児童の養 育 を、親 よ りもむ しろ共同
体 に帰 して いた こ とか ら明 らか であ り、救 貧法が その責任 を次 第に親へ
44
と移 して い く過程 は、 ま さに国家 が近代 的 な家族の あ るべ き姿 を作 り出
す過 程 であ る と して い る43)。国家が救 貧法 を通 して行 ってい たこ とを、住
宅 に おいて行 お うとしたのが この時期 にお こった変化 なの であ る。 時 あ
たか も帝 国主義 の時代 であ る。 南 ア戦 争の際 の志願兵 の 多 くが、兵 士 と
しての 基準 を満 たす こ とが で きなか った とい う事実 は、政府 に国民 の健
康へ の関心 を呼 び起 こ し、 その責任 を担 うもの としての家庭 の重要性 を
認識 させ た。だが 自由主義 の時代 に あ って、家庭 内 に直接 介入す るの は、
最低 限に とどめ られ なけ れば な らなか った。 まず 家庭 イデ ロオ ギー を作
り上 げ、 それ を労働者 階級 に受 け 入れ させ るこ とに よって 目的 を達成 し
よ うと した。 その一つ の現れ が住宅 におけ る変 化 であ ったの であ る。 そ
れ を労働 者階 級の女性 も受け 入れ たので あ る。
5お わ りに
19世紀 中葉 におけ る一 つの合 い言葉 は 自助 であ った。 サ ミエル=ス マ
イル ズのあのベ ス トセ ラー とな った 『セル フ・ルプ44)』を引 き合 いに 出す
まで もな く、 この 自助 とい う観 念は りスペ クタブル な人間 に とって まず
必要 な徳 とな ったの で あ る。労働 者 階級 にお いては それは、独 立つ ま り
救貧法 の世話 には な らな い とい うこ とを意 味 した。 だが これ は現 実 にお
いては、決 して個 人 単位 の 自助 ・独 立 では なか った。 スマ イルズの書物
に でて くる100余名 の人ttも、その ほ とん どは家庭 の家 事奉公 人や 妻 たち
の家事労働 に支 え られ てい る人物 であ る し、特 に労働 者階級 の 男性 の場
合 は、 妻の家計補助 を も含め た家 事労働 あって こそ可能 とな った独 立 で
あ った。 自助 ・独 立 とは家庭単位 の もの であ り、有給 ・無給 の 女性労働
に支 え られ て男性 の独立 もはか られ ていたの であ る。 だが その家庭 内 で
の実 態 は、 自足的 な設備 を装備 し、 よ りプ ライベ ー トな もの となった住
宅 に よ って覆 い隠 され るこ とにな った。
家 庭 を中心 とす るイデ オ ロギー と、 それ を具体 的に表 す住居 が イ ギ リ
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スにおい て19世紀末 に作 られた。 この こ とをど う評価 すべ きか。 た とえ
ば この時期 消費の拡 大が あ った。 これ を女性 の力の拡 大 ととるべ きか、
それ とも女性 が家庭 の 中に とらわれて しま った結果 ととるべ きか 、評価
は別れ るが、同 じ問題 に直面す るこ とにな る45)。確 かに家庭 の地位 は 向上
し、 その役 割 りを担 う女性 の地位 も、 それ とともに向上 した とい うこ と
は あ る。だが そ の こ とは、それ以外 の女性 の役 割 を否 定す るこ とに なる。
19世紀末 に起 こ った住 宅水 準の 向上 は、 まず家事労働 を個 々の家庭 で
行 うとい う、物的枠組 み を ここで作 った。 それ は当時 の支配 者階 級の意
図に沿 い、かつ労働 者階 級の女性 自身 に よって望 まれ た こ とで もあった。
その後 は、 この枠 組みの 中に電化 製品が 入 り込 む こ とに よって家事 の向
上が図 られ、この枠組 みは い っさい揺 ら ぐこ とは な く現在 に至 ってい る。
だが それは、女性 が担 わなけれ ば な らない無報酬 の家事労働 とい う問題
を生み だ した。 プ ラ イベ イ トな家 に囲 い こ まれた妻 た ちの孤独 感 は、 す
で に ラウン トリーの1901年の貧 困調査 のなか に、耐 え難い ほ どの もの と
して指 摘 され てい る46)。資本 主義 が進 展す るにつれ て、労働 者階級 の女性
の活動 範 囲はむ しろ狭 くな った と考 えられ るが、住 宅の形 は確 か にそれ
に荷 担 して きたので あ る。
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